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（１） プロジェクトの目的 

 かつて山口大学工学部には環境サークルがなく、キャンパスの環境問題改善に関しては教職員が規制を行ってお

り、学生主体で問題改善に取り組むことが行われていなかった。そのため、学生が自主的にキャンパスの環境を考

え、仲間と協力して解決策を提案し、実行するために本プロジェクトは結成された。 

 

（２） プロジェクトの内容 

本年度は、以下のことを中心に活動を行っている。 

①行動する ・紙パック回収 

・WEB リユース掲示板 

②参加する ・環境セミナーへの参加 

③伝える ・茶話会、ＨＰ、各情報誌等を通して活動紹介 

 

（３） 現在までの活動状況 

・紙パック回収 

学生、教員の方々のリサイクルに対する意識向上を目指して、6月 

より紙パックの回収を始めました。洗浄後開いたパック用回収ボック 

スと、洗浄後開いてさらに乾燥したパック用回収ボックスを生協入口 

に設置しました。同時に、ポスターの掲示（図１）や、生協様協力の 

もとチラシボックスの設置、教員会議において、回収開始のお知らせ 

をさせていただきました。 

現在の回収集計結果を表 1に示します。現在までの回収量は、 

合計 620 枚 15.8kg です。2回目の回収では合計枚数が 210 枚と減少し 

ていましたが、1週間あたりの回収枚数はほとんど変化が無く、夏休み 

期間ということを考慮すると、回収率を維持できた、または、向上した 

可能性もあると考えています。 

 

 

 

 

 

 

          図１、紙パック回収ポスター 

 

 

枚数[枚] 重量[kg] 枚数[枚] 重量[kg]
500cc 244 5.1 500cc 139 3
1000cc 166 5.1 1000cc 71 2.6
合計 410 10.2 合計 210 5.6

6/18～8/4　７週間(58枚／週) 8/5～9/10　４週間（52枚／週）
表１、紙パック回収集計



 

 

・WEB リユース掲示板 

本大学では毎年学生の入れ替わりが行われるため、学期末には卒業生から使えるものでも家電製品や家具といっ

たゴミが発生します。同時に、在校生や入学生は多くの家具や雑貨を新品購入します。そこで、ゴミ問題解決、リ

サイクルに対する意識向上を目指して、WEB 上でのリユース掲示板を開発中です。 

 

・環境セミナーへの参加 

9 月 18 日～19 日の 2 日間、山口県エコキャンパス取組促進協議会の主催により、8 大学から 37 名（内学生 28

名、教員等 9名）が参加して、山口県学生環境セミナー2007 が開催されました（図２）。私達はセミナーに参加す

るだけではなく、実行委員の一員として、セミナーの企画運営も行いました。多くの方々と共に行った意見交換や

野外体験は大変有意義な時間でした。また、他大学の学生や環境グループメンバーとの親睦を深めることが出来ま

した。これを機会に、環境関連の行事案内や意見交換等のために参加者メーリングリストの立ち上げを準備中です。

今後もこのようなイベントを通して、交流を深め、環境活動の輪を広げていきたいと考えております。 

 

図２、環境セミナー（テーマ別ワークショップ） 提供：山口県立大学 今村様より 

 

・茶話会、ＨＰ、各情報誌等を通して活動紹介 

今後、茶話会を通して、各イベントへの参加報告や活動報告を計画中です。 

また、KRY テレビ「元気です！やまぐち」と宇部日報にて、エコファイターズの活動を紹介していただき、学外の

方にもアピールすることが出来ました。 

 

プロジェクト進捗状況の全体に対する割合 30％ 

 

実施済み事項 

（１） 紙パック回収開始 

（２） WEB リユース掲示板開発開始 

（３） 山口県環境セミナーの計画・実施 

 

これからの予定 

（１） やまぐち環境ネットワークへの参加 

（２） 大学生協連合会環境セミナーへの参加 

（３） リターナブル食器使用によるゴミの削減、宇部フロンティア大学魁祭への参加 

（４） 引き続き紙パック回収、リユース掲示板開発、茶話会 

 

予算の使用状況 

           2,050 円 

（予算額 272,000 円） 


